
応募
おうぼ

のきまり

①応募
おうぼ

できる作品
さくひん

はこのコンクールのために小学生
しょうがくせい

を

      ③ポスター　自由
じ ゆ う

制作
せいさく

画用
が よ う

紙
し

等
など

で作
つく

って下
くだ

さい　　　　タイトルも自由
じ ゆ う

です

　　　　　 田中
たなか

日出男
ひでお

  認定
にんてい

ＮＰＯ法人
ほうじん

　　　　　　　　　　　　　　マナーキッズ®プロジェクト理事長
りじちょう

１．応募
おうぼ

できる学年
がくねん

川柳
せんりゅう

形式
けいしき

、俳句
はいく

・和歌
わか

形式
けいしき

等
とう

で家族
かぞく

で話
はな

し合
あ

って作
つく

ってみて下
くだ

さい

（１）①標語
ひょうご

②作文
さくぶん

③ポスターの３分野
ぶんや

　　テーマ「くらしとマナー」について　（注
ちゅう

）タイトルは自由
じ ゆ う

　　幼稚園
ようちえん

園
えん

児
じ

及
およ

び小学生
しょうがくせい

児童
じどう

　　　　　　　　　　　　　   サー解説
かいせつ

副
ふく

委員長
いいんちょう

（2）①標語　自由　ただし、覚えやすい表現・字数が好ましい

２．方法
ほうほう

５．審査
しんさ

委員
いいん

（順不同
じゅんふどう

・敬称略
けいしょうりゃく

）

委員
いいん

長
ちょう

　山本
やまもと

　　浩
ひろし

　  法政
ほうせい

大学
だいがく

教授
きょうじゅ

・元
もと

ＮＨＫアナウン

６．審査
しんさ

項目
こうもく

（次
つぎ

の５点
てん

です）

　　①問題
もんだい

意識
いしき

　②理解力
りかいりょく

　③独創性
どくそうせい

  ④表現力
ひょうげんりょく

　　　　　 木村
き む ら

　 和彦
かずひこ

　 早稲田
わ せ だ

大学
だいがく

スポーツ科学
か が く

学術
がくじゅつ

院
いん

教授
きょうじゅ

３．送
おく

り先
さき

・質問
しつもん

園児
えんじ

又
また

は児童
じ ど う

が中心
ちゅうしん

になって家族
か ぞ く

で話
はな

し合
あ

って合作
がっさく

を作
つく

って下
くだ

さい

委
い

　員
いん

　 若
わか

月
つき

   秀夫
ひでお

   品川区
しながわく

教育
きょういく

委員会
いいんかい

教育長
きょういくちょう

　　　　　 鈴木
すずき

万亀子
まきこ

   小笠原流
おがさわらりゅう

礼法
れいほう

総
そう

師範
しはん

　　　　　 宮司
みやじ

   正毅
まさき

   国際
こくさい

協力
きょうりょく

機構
きこう

客員
きゃくいん

専門員
せんもんいん

　　　　　 大森
おおもり

　   肇
はじめ

    筑波
つくば

大学
だいがく

大学院
だいがくいん

准
じゅん

教授
きょうじゅ

　　　　　 永井
ながい

   順
じゅん

國
くに

　 政策
せいさく

研究
けんきゅう

大学院
だいがくいん

大学
だいがく

客員
きゃくいん

教授
きょうじゅ

（3）お願
ねが

い

上記
じょうき

３分野
ぶんや

の応募
おうぼ

に際
さい

しては

　　 ②作文
さくぶん

　800字
じ

～1200字
じ

400字
じ

原稿
げんこう

用紙
ようし

2～3枚
まい

程度
ていど

（題名
だいめい

/学年
がくねん

/組
く

/氏名
しめい

/性別
せいべつ

は必
かなら

ず書
か

いて下
くだ

さい）

　　⑤マナーへの正
ただ

しい知識
ちしき

②　皆
みな

さんが応募
おうぼ

した作品
さくひん

は返却
へんきゃく

しません。

　　等
とう

をお贈
おく

りします。

８．表彰
ひょうしょう

式
しき

の日程
にってい

７．賞
しょう

〒166-0002東京都
とうきょうと

杉並区
すぎなみく

高円寺
こうえんじ

北
きた

3-22-3デルコホームズ4階

認定
にんてい

ＮＰＯ法人
ほうじん

マナーキッズ®プロジェクト　マナーキッズコンクール係

　リーダーに家族
かぞく

で意見
いけん

交換
こうかん

して考
かんが

えたものとし、

　小学校
しょうがっこう

経由
けいゆ

か当
とう

認定
にんてい

ＮＰＯ法人
ほうじん

に提出して下さい。

      ＴＥＬ03-3339-6535 ＦＡＸ03-6426-1580

　　・作文
さくぶん

の部
ぶ

　　　　     金賞
きんしょう

　銀賞
ぎんしょう

　銅賞
どうしょう

　　・ポスターの部
ぶ

　　　　金賞
きんしょう

　銀賞
ぎんしょう

　銅賞
どうしょう

　　上記
じ ょ う き

の他
ほか

に特別賞
とくべつしょう

を授与
じ ゅ よ

することがあります

　　この他
ほか

に、良
よ

い作品
さくひん

を応募
おうぼ

した児童
じどう

へは学用品
がくようひん

　　・標語
ひょうご

の部
ぶ

　　　　　　 金賞
きんしょう

　銀賞
ぎんしょう

　銅賞
どうしょう

　　できます。詳しくは事務局までご連絡下さい。

　　ければ可能な限り無料でお送りします。

　　①小学校名・担任氏名②学校〒住所③電話・ＦＡＸ

　　④チラシ部数⑤手引き部数

　　ただし、数に限りがあり、無くなり次第終了します。

ＵＲＬ：http//www.mannerkids.or.jp

　く知りたいときは、当
とう

認定
にんてい

ＮＰＯ法人
ほうじん

のＨＰへアクセスして下
くだ

さい。

平成
へいせい

２３年
ねん

１月
がつ

３１日
ひ

（月
げつ

）当日
とうじつ

消印
けしいん

有効
ゆうこう

　　れる場合、事務局までＦＡＸかＥメールでご連絡頂４．締切日
しめきりび

（１）このチラシや「標語作成の手引き」を更に必要とさ

　　表彰
ひょうしょう

式
しき

は平成
へいせい

２３年
ねん

３月
がつ

２６日
ひ

（土
ど

）の第
だい

４回
かい

全国
ぜんこく

マナー

【作文
さくぶん

のタイトル例
れい

】

①こどもが見
み

た大人
お と な

のマナー    保護方針に基づき、安全に管理し、保護の徹底に努めます。

②法令に場合等を除き、個人情報を第三者に開示、提供することはありません。

①家族
か ぞ く

で決
き

めた我
わ

が家
や

のマナー 【個人
こじん

情報
じょうほう

の取扱
とりあつか

いについて】

①応募によりご提供いただいた個人情報は当認定ＮＰＯ法人の個人情報【ポスターのタイトル例
れい

】

②挨拶
あいさつ

は目下
めした

の人
ひと

から目上
めうえ

の人
ひと

へ丁寧
ていねい

にしましょう

③思
おも

いやり、上級生
じょうきゅうせい

から下級生
かきゅうせい

へ

９．チラシや「標語
ひょうご

作成
さくせい

の手引
てび

き」について

　　キッズ®フォーラム2011に於
お

いて表彰
ひょうしょう

式
しき

を行
おこな

います。Ｅ-mail:office365@mannerkids.or.jp

※今回
こんかい

のマナーキッズ®コンクールについてわからないことや詳
くわ

し

　　また、www.mannerkids.or.jpからダウンロードが

【標語
ひょうご

のタイトル例
れい

】

①交差点
こうさてん

、青
あお

になったら左右
さゆう

を確認
かくにん

して足早
あしばや

に渡
わた

りましょう

③個人情報の開示、訂正、削除につきましては、当認定ＮＰＯ法人マナーキッズ

   コンクール係までお問い合わせ下さい。(ＴＥＬ03-3339-6535ＦＡＸ03-6425-1580)



特別協賛：三菱東京ＵＦＪ銀行、メガスポーツ

主催：認定ＮＰＯ法人マナーキッズ®プロジェクト
後援：文部科学省、品川区教育委員会

協賛：ソニー生命、橋本総業、日本児童教育振興財団、帝人、三菱商事、安川電機、ＫＤＤＩ、
　　　　第一学習社、ＹＳＣ、全日空、ヨネックス、ダンロップ、サイモンズ

対象：幼稚園園児および小学生児童

テーマ「くらしとマナー」
　標語・作文・ポスターの各部門　　　　　　
　コンクールに応募してみませんか！

平成２２年度

応募締切

平成２３年

１月３１日（月）

このところ、子ども・若者たちを中心に「やりとり」の質と量が、かってと比べ決定的に変質してきたことに気づかされ

ます。大人を含めて「顔の見える人間関係」が築きにくくなっているからでしょう。生身の人間同士によるコミュニケー

ション不足は、インターネットなどデジタル社会の出現とも無関係ではないと思います。

認定ＮＰＯ法人マナーキッズプロジェクトでは、この風潮に歯止めをかけようと、スポーツ・文化活動を通じて、子ど

もたちに、礼儀などのマナーと人間として守るべきルールを身につけさせることを目指して活動しています。小笠原

流礼法・鈴木万亀子総師範の指導のもと、全国各地の幼稚園や小学校で、４万９千人を超える子どもたちを対象に

マナーキッズ教室を展開してまいりました。

こうした活動をさらに充実させていくため、今回、幼稚園児と小学生を対象に、「マナー」をテーマにした標語・作文・

ポスターコンクールを実施することとしました。子どもたち自身がマナーの大切さに気づき、考え、家族のあいだでも

話し合う。そうすることで、「やりとりの復活」にいささかでもつながってほしい。そう願ってのことです。


